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Abstract 
DNA守ping for the er出inal inves世gation of police has be部血誌 1990 （廷eisei 2) in Japan. In出is pa­

per, for the 号泣冨ose of raismg accuracy 担d management of DNA句ping, studies were re致。rted abor1:t 
faむtors of examination e町or happening h抱溢ng materials in 也e crime scene，偲amination works and 
dra訴時叩wri註 .en e勾e詑 opinion m話nly except for examination technology, and也紘prevention mea蜘

sures. 
Factors of exam.in必.on error were 1) Contamination in taking materials or exam担語on wo虫色

2）阻.stake of materials by human error h ぽ主犯gement and eまaminatio江 3) Misjud即nent and misWI投機
詰g in むrangement of results and drawing up wri投開 expe式 opinion, 4) Dena加ralization －阻d loss of ma­
terials after examination.

The preventio廷 measures against 出em were 1) Pu凶品z hair cap, mask. m油er glove and work uni­
form for criminal泊V偲註ga討on etc. on 也oroughly, and sterilizati�n of preserv急tionαse and insなument
for picking materials, 2) Inscrip世on of symbols and numbers, double-check of注.em詰組制ng materials 
by plural iden世話tion o：虫.cers and investigators, confirmation of consistency of document to request ex“ 

pert evidence wi也 materials, adding serial m訪ers to ev町y incident,る釦coding �est tubes etc司 making
record sheets for DNA analysis plate, and chec民球accuracy of them by ほP釘t wi匂ess etc司 3) Strict 
judgment in DNA守予ing, confirmation of accuracy in e友部血ation wo点andなiple-checking items of 
wri社en expe討 opinion and its a坑ached document 4) Pre予釘1;D.g registry of r�storation and receptio位 of
materials, 5) Neむe関ity of keeping materials in an 首位a-low temperature refrigerator of也e police station 
for r悦xaminatio良 部d registry of th位storage.

A p訂t of出.eir prevention meas官邸 against examination error can’t be resolved by 偲pert wi包ess.
They are considered to be problems of persons, fac出ty and budget therefore more full system of 侃a.mi­
nation is desired. 

Key words: DNA typing, e豆町nin�tion error, accuracy m思agement, prevention measurぬ criminal
mvestigation 
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1. 鰻 ． 言

D到A型鑑定は犯人あるいは関器の特定， 犯

行の証明などの犯罪捜査において， 多大な威力
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を発揮する26). 28）～3札総羽目，）， 8九犯罪の悪質・

巧妙化，広域・間際化を反挟して，日本におけ
るDNA裂 鑑定事件数は2008年（平成20年）
に全国で3万74件であり，図lに示すように

2003年（平成15年）と比べると約26 告と増
加の一途を辿っているべたとえば，小規模の
徳島県においても同様に，鑑定件数が急激に増
加している（図I) so>. s九また，2011年〈平成

23年） 2月16日から警察庁は容疑者のDNA
型鑑定の一括実裁を開始した 。

以上のようにDNA翠鐙定の期待が高まる一

方，2009年（平成21年）に発生したある窃盗
殺疑事件において，DNA型記録検索システ
ム 49） によって， 過去における現場遺留DNA型
記録として登録されたl;)NA型と綾疑者との

DNA裂が一致したとして逮譲状を取ったが，
その後の調査で，DNA型記録検索システムに
おけるDNA裂記録は別人のものが登録されて
いたことが現ちかとなった。この事例では， 鑑
定資料の取り違え， あるい は誤登録という
とュ ー マンエラーが原因である。しかし，これ
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まで行われてきたDNA型緩定件数に対する
ヒュ ー マンエラ ー 率は桂く僅かであち，日本の
警察鑑定における藷度は極めて高いものである
が，DNA型鑑定は人権を左右する鑑定である －

故に「誤ちjは皆無でなければならないe

今回，このDNA裂鑑定の精度と管溜を高め
るために主に議定法（検査技術）以外の鑑定
資料の採取，鑑定作業，鑑定書の作成時におい
て発生する誤

DNA型鑑定について

世界で最初にDNA型鑑定を開発したのはイ
ギワスの遺伝学者， アレック ・ ジょにフリ ー ズ
博士であち，1985年， 多度位DNA権基〈ミ
ニサテライトDNA）の高変異反復配列（マル
チ口 … カス VNTR: Multi Loci Variable Num­

ber of Tandem Repeat）である制限酵素野片
最多疫抵抗..Ps: Res凶cti�n Fragment Length

Pol界norphisms）をサザンプロット ・ ハイブザ
ダイゼ ー シ沼ンによる常気泳動法 で検出する
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図l DNA襲難定事件数の推移紛．細川）



DNA 指紋法 （DNA fingerprints m恐thod ） を

発表したペしかし ， 1989年， 再現性の問題

や多量 の試料を必要とすることから ， 個人識別

法 としては， 同法は実務上 ， 行われなくなっ

た。また， 1985年にキャリ …・ マリス博士が
DNAを試験管内で増幡するポリメラ ー ゼ連鎖
反応（PCR : Polymerase c凶E Reaction ）法

を発表した叱それは，特定の100～1,000 権基

のDNAを 10～100 万倍に増幅する技術であ

り，現場に遺留された徴量試料 （DNA） に還

しているため犯罪鑑識における DNA型による

個人議到法が世界的に次々と研究 ・ 開発され ，
1990 年〈平成 2 年 ），独自に日本の警察庁科学
警察研究所が第 一 染色体楚腕部に存在する
D1S80 領域の16塩基の操り返し寵列〈高変呉
氏復記列， VNTR）である MCT118 (D1S80) 
型を指標とした個人譲別法を開発したペ

実務上， 百本の警察の犯罪鑑 識 に おける
DNA 捜鑑定も同年から始まり， 当初は
MCT118 (DlS80 ）型のみで日本人において 出
現頻度が最も高い型 の場合は詩人に 1人 の領
人議別度であった汽その後， 頴次， HLA
DQa (HLA DQAl）型， THOl 製， PM (poly­
mar孟er : LDLR, GYP A, HBGG, D7S8, GC 
の各製）I), 14). 20), 34), 52), 65），側．河｝お｝のDNA型が加

わった。
2003 （平成 15）年 8 月には， MCT118型を除

く，斑A DQα 袈， THOl 翠および PM の代わり
に ， 常染色体上に座位する4塩基単位の繰ち返

し配見すなわち STR(S註.ort Tandem Repeat) 
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の9 つの多裂性盛位（D3S1358, vW A, FGA. 
THOl, TPOX. CSFlPO, D5S8l8, D13S3l7, 
D7S820）と性染色体上のアメログニン（Amelo­
genin）を指標とした性別判定用の1鹿位の
合計 10 種類 のDNA 謹検査 キット（Amp糊

FISTR® Profi ler ™ PCR Amplification Kit, 
Applied Biosystems 社製） による自動分析装置
のブラグメントアナライザ ー （ジェネティクア
ナライザー �IP悶S主主® 310, Applied Biosys­
terns 社製）．を用いた新たな分析法が導入され＝
た同. 31), 3札悦級事部）.85). 90)0 さらに，2006（平成 18)
年 11 月 1日からは前述のSTR9 盛泣に 8 産位

を加えた 15 盛位（D8Sll79, D21Sll, D7S820, 
CSFIPO, D3S1358, THOl, D13S3l7, D16S539, 
D2S1338, D19S43, vW A, TPOX, D18S5L 
D5S8l8, FGA）とアメロゲニン 1 鹿位の計
16 種類のDNA 盤検査今ット（AmpFlSTR®

Iden ti恕er® PCR Amplification Kit, Applied 
Biosystems 社製）によるフラグメントアナライ
ザ…（ジェネテイクアナライザー ABIPRISM®

310および 3130 xL Applied Biosystems 社製）

を用いた分析法が導入された＆紙89)
0また， そ

のお種類のS'):'R型（銀銭 DNA型）を用いた
DNA型検査では， 日本人における出現頻度が
最も高い型 の組み合わせの場合は4兆7千穂人

に1入であち叫飛露的に偲入識別精度が向上
したため， 以降， MCT118型投査は実質的に

実施きれなくなった（表。。これは， MCT118
型に お ける 繰り返 し 多型を示す塩 基の会
長が 370～818塩患と長鎖であるのに対し

表1 日本人における出現頻度〈出現額度が最も高い裂の組み合わせの
場合）

DNA裂
MCT118 (D1S80）裂33)

HLA DQa （庖A DQAl）型32
)

PM (polyn町民r:LDLR 説 GYPA 抵
HBGG型， D7S8 劉，GC型）紛

THOl型34)

MC’rns 艶＋班A DQα 盟十PM+THOl 裂
短鎖 DNA型（Pro飽er™) 9裂4-9)'

MCT118型÷鎧鎖 DNA型（Pr。也er™) 9型
箆鎖 DNA型（Iden槌iぽ®） 15 艶紛

出現類度
詩人記1人
告人にl入
53 入に1人

5人に1入
2 万 5,000入に 1 人
1,100 万人にl入
1億 8,000 万人に1入
4兆7,000強人にl入



ある。 また， これらの15種類のSTR型は， ア
メリカの遮邦捜査局（FBI: Federal Bure訟1 of
Investigation）をはじめ， 多数の国の科学捜査
機関でDNA型 鑑定のために導入されているこ
とから， 当面はこれらの15種類のSTR型によ
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て羽） ， 44). 6位 7究STR型では4塩基の繰ち返し配
列で， 塩器の全長が106～341塩基却 と極めて
短鎮であるため， 蹄片化されたDNA試料でも
型検出が可能でおり， 腐敗・変質しやすい犯罪
鑑識の鑑定資料に適しているという理由からで

DNA型の種類と検査法3).4＇礼 的 ～紛表2

検査法

MCT118 (Dl銘0）：型 Ip 鎖長多型（VNTR)
回A DQα（鼠A DQAl)m 6q 配，�;u多型（多護基置換）
THOl型 1ip15.5 鎖長多型（STR)

PM (polymarker: AmpliTη，e® PM PCR Ampl道己ation 甜1d Typing 回。

LDLR型 19 配列多型〈多塩義援挨） 214 
GYPA型 4 配列多型（多塩基盤劇 団
HBGG型 11 配列多型（多塩基置換） 172 
D7S8艶 7 配列多型〈多塩基寵換） 151 
GC型 4 配列多型（多塩基置換） 日8

A泊予FISTRG> Profiler™ PCR Amplification Kit (9座位のSTR型， Amelogenin型）
D?S1358聾 3p 鎖長多型（STR) 114-142
vWA翠 12pl2-pter 鎖長多型（STR) 157-197
FGAJ盟 句28 鎖長多盟（STR) 219-267
Ameloge；話a型 X: p22.1-22.3, Y: pll.2 配列多型 �07, 113
THOl型 llp15.5 鎖長多型（STR) 169-189
TPOX型 2p23-2pter 鎖長多盟（STR) 218向おG
CSFlPO型 拘33ふ34 鎖長多型（STR) 281-317
D5S818裂 5司21-31 鎖長多型（STR) 135-171
D13S317盟 13q22-31 鎮長多型（STR) おかお4
D7S8；幻裂 ・ 7q1121醐22 鎖長多型（STR) 258－�94

AmpFlS,TR9Iden温ler®FCまAmpli:fica:討on隠.t (15鹿位のSTR型， Amelogeni註型）
D8Sll79盟 8 鏡托多型（STR) l怨－168 FA 
D21Sl1裂 21qll.2-q21 鎖長多型（STR) 189-243 FA
D7S臨む護！ 7qll21-22 鎮長多型（STR) お8-294 FA 
CSFlPO型 5q33.3-34 鎖長多慰（STR) 281-317 FA
D3S1358型 ・ 3p 鎖琵多型（STR) 114-142 FA
THOl型 llp15.5 鎖技多型（STR) 169-189 FA
Dl3S317型 13q22-31 鎖長多裂（STR) 206－お4 FA 
Dl6S539型 16q24-qter 鎖長多盟（STR) 234-274 FA
D2S1338型 2q35-37.1 鎖長多型（STR) 289-341 FA
D19S43型 19ql2-13.1 鎖長多型（STR) 106-140 FA
V背A型 12pl2-pter 鎖畏多型（STR) 157-197 FA
TPOX型 ・ 2p23-2pter 鎖長多型（STR) 218-246 FA
Dlお51型 店q21.3 鎖長多型（STR) 273-341 FA
Amelogenin型 X: p22.l-22.3, Y: pl12 配列多型 107, 113 FA 
D5S8l8謹 5q21-31 鎖長多型（STR) 135-171 FA
FGA謹 4q28 鎖畏多型（STR) 219-267 FA

VNTR：高変異反復配列（Variable Number of Tandem h担eat), STR：短鎖多型 （S註ort Tandem Re­
peat), PAG-EP：ポリアクリルアミド電気泳動，FA：フラグメントアナライザへDN-EP：変性ゲル電
気泳動（尿素）， D廷：ドットハイプリダイゼー ション，FA：フラグメントアナライザ ー

PAG-EP, FA 
DH 
DN-EP 

DH 
DH 
DH 
DH 
DH 

A

A

A

A

A

h

A

A

A

A

 

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

 

題碁サイズ
範囲〈匂）
-370-田818
239/242
179-1鈎

類種染色体位置DNA型 （産位名）



る鑑定が継続されるものと思われる（表2）。

3.鑑定資料採取からDNA型鑑定志での流れ

犯罪が発生し認知されるとただちに現場保存
が行われ，所轄の普察署刑事課鑑識係員および

瞥初r·道府県警察本部刑事部鑑識謀機動鑑識
隊員（以下，鑑識係員） は現場で鑑定資料を採
取し被害者，被疑者，関係者の血液，だ液あ
るいは口控内細践を比較対照資料として採取す
るc鑑識係員は，それらの鑑定資料を警察署で
整理し，通営，鑑定嘱託替により瞥察署長から
警視庁・道府県警察本部刑事部科学捜査研究所

長に鑑定を嘱託するといった，いわゆる捜査機
関からの鳴託費定である。その後，特使が鑑定

資料を警察署から科学捜査研究所に接送し，問
所で鑑定入で為る法医科研究員の立ち会いの下
で鑑定機託書と鑑定資料を受け付け，同研究員
は法産物体検査に着手する（図2）。

DNA型鑑定までには まず いくつかの検

l.犯罪現場
I 1）犯罪の認知
I 2）現場保存
+ 3）鏡織係員による謀長定資料の様車
2.警察署

1）齢鮮の騨
2）被審者，被疑者，関係者の比較対照
3）藍定嬬能舎の
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査を行い鑑定資料に DNA型鑑定の対象物が付
藩していることが証明きれなければならない。
具体的には，血こん ・ 体液之とどの予鏡検査，精
子 ・ 細胞・毛髪などの顕徴読検査，人由来を証
明するための抗血清あるいは DNAによる韓属
判別殺査，ABO式などの血液型検査を行い，
原則としてすべての検査において，DNA型鑑
定が可能である十分な検査結果が得られれば，
DNA型検査に移行する。

.DNA型検査は 最初に砦衣などに付着の血r
こん ・ 体液などは糸片あるいはガー モ片に転牢
し，付着量が極徴最の場合は直接，切り出す。

それらをマイクロチユ ｝ ブに入れ，酵素（Preト

teinase K）処理後，DNA自動抽出装置により，
DNAを抽出する4l)

CJ 抽出物は リアルタイム
PCR装置により 抽出法中のヒトDNAを定
量する77)CJ次に ヒトDNAが.lng/µLの濃度
になるよう抽出液を調整し，lngをチンブレ …

ト（鋳型）として，PCR装置によちDNAを増

4）任意接部書，破壊承諾鉱所有権放購寄，鑑定処分許可状の鵠求
5）特便によ

3.科学捜恋研究所

！＇鋸鵡臨

2）鑑定
(D予鵠検査（血こん，体液な
＠顕鎗鏡検査〈精子，緯語，
e 種属部検査（拭血清，DNA)
9 血液製検査仏BO式えまど）
@ DNA盟後査

ア検査対議物の鞍息切
イ DNAの抽出
ワ D抗Aの定盆，調整
コニ PCR増錨
オフラグメントアナライ
カDNA
キニ広レクトロフエログラ

的鑑定番持成

!) D貼型臨検索シ系列への登録

t）鑑定酬の警鱒への趨
図2鑑定資料採取からDNA型鑑定までの流れ
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揺する。増幡された PNA をフラグメントアナ
ライザーでキャピラリ ー電気泳動札訪 し，DNA

サイズ分析ソフトウaア（GeneScan矢 Applied
Biosystems 社製） 俗 語よぴ型判定用ソフトウエ
ア（GeneM叩per™, Applied Biosystems 社
製） 却 で DNA 型を判定し， エ レクトロフエロ
グラムをプリントアウトする。

DNA 型が判定されれば鑑定書を作成する
が，緊急を要する場合には電話あるいはファク
シミリ ・ によ与捜査側に報告する。鑑定書を警察
署に送付し，鑑定終了後，鑑定資料を警察署に
返還する。轡祭器では，それらを趨低温康は保
管する。 了 t

・
．

鑑定とは到に，DNA 型情報の広域的・効果
的活用を目的とした警察庁の DNA 型記録検紫
システムへ，犯人の現場遺留物および被疑者の
DNA 型を登録する。それらが DNA 型記録検
索システムに蓄積された裂と合致した場合，当
該都道府県と相互にヂータを交換し，法援科研
究員が再確認する。余罪あるいは同一犯の裏付
け会均j明した皆を捜査備に報告し，犯人逮捕の
手がかりとする。

4. 誤鑑定の防止策（表 3)

I)犯罪現場
犯罪現場においては，霊堂識孫民 ・ 捜査員岳身

の汗・だ液・フケなどの体液・細胞の付藩など
犯罪が認知されて以降のいわゆる二次的コンタ
ネ ー ション（汚染） 6訟 を防止するためにマス
ク，ゴム手袋，専用枠業着の着用を徹底する。
人の頭には毛髪が 10 万本生えており，15 分に
1本の割合で自熱落下する 19｝ といわれているの
で，現場で作業する人はヘアキャァブを着用（
し，また，陰毛の自然落下を防止するためズポ
ンの裾を絞ることが必要である。もし，それら
を犯人が遺留した毛髪として DNA 裂記録検索
システムへ鑑識係員・捜査員の DNA 裂を登録
すれば，ぞれを基に犯人捜査することになるo

完全に，現場において鑑定資料を採取する係員
の棒液や毛髪などのコンタミネ ーシ器ンを防止
するには，現在，一部の都道府県警察で独自に
採用されている体全体を覆う宇宙服（訪護服）
のような鑑識専用作業着を藩て鐙識作業・捜査
活動をすることが必要である。そのためには，
繊維が犯罪現場に落下しない不織布のように通
気性・活動性が良く，ディスポー ザプルのもの
で統一規搭怒れた鑑識専用作業着を早急に作製

表3誤鑑定要閣の種類と訪止襲
誤媛定要扇 動 止 策

コンタミネ ー ション（汚染） ヘアキャップ，マスク，ゴム手袋，鑑識・鑑定専用作業着などの着装の徹底化
鑑定資料の保存容器および採取機材の無菌化，ディスポーザプル化
検査試薬の分注

鑑定資料の取り遣え 複数の鑑識係長・捜査員による議定資料採取持の記番号記入とダブル
チェッ夕

張定犠託容と鑑定資料の整合性の確認
鑑定人による事件ごとの一連記番号の付記
検査用チュ ー プなどのパ｝コ ー ド化
DNA 挙連プ ν…トの記録シ ート作成と正確性のチェック
別の鑑定入によみ再鑑定

DNA 裂の誤判定 DNA 裂判定の厳密化
鑑定作犠の正確性確認

番街の誤記入 鑑定書と添付書類の記入事項のトリプルチェック
鑑定資科の腐敗・変性 ク… ラ ー ボックスによる搬送

趨穏混輩での保管
鑑定資科の紛失 鑑定資；科返還・受渡簿・保管簿の整備



し，全国の警察・で導入しなければならない。
鑑定資料を採取するとき，特に援，床などの

動かせないような担体に付着の多数の血こん，
．体液を採取する場合に糸片，ガ｝ ぞ片為るいは
綿棒に転写するが，これら製品自体のコンタミ
ネ ー ションがないことを製品ロットご とに
チょにツクし，相互付着紡止のためにディスポー

ザプルのピンセット ・ 試験管，？吾潔なハサミ ・

鑑定資が用ピニ ー 峨 ・ 糸片 ・ ガ ー ゼ片 ・ 締

捧a 滅議済みの超純水，無菌化した鑑定資料保
存容器ー採取器材などを使用する。特に，ディ
スポーザアルでない採取用器材については，ク
ロスコンタミネ ー ションの影響仰 があり，l聞
の採取ごとに超純水，エタノ ｝ ルなどでクリ ー

ニングし怠ければならない。また，担体自身の
コンタミネー シ謂ンの可能性もあるので，対象
物の事こんようのものなどが付着していない部
位（対照部位）も同様に，採取する。十分に乾
操していない血こん，体液が多数付着している
服などの場合は，そのまま折りたたむと相互付
着するので，それを防止するため清滋なピニ ｝

ルなどを挟んで折ちたたむ必要がある。特に，
DNA裂鑑定に携わらない鐙畿係員 ・ 捜査員
は，DNAの特性を知らず無意識のうちに素手
で鑑定資料に触れる可能性があるので，鑑定入
と同じ意識を持つ必要が島る。現在，瞥察学校
では銭識・捜査・交通・生活安全 ・ 埠域部門所
属で犯罪現場に臨場する警察官に対して「鑑識
専科jという研修を行っている。そのなかには
f科学捜査Jの科目があち，最終の筆記 ・ 実技
試験に合格した者に対して響察本部長が「鑑識
上競認定員Jの資格を与え現場での鑑識活動の
厳密性 ・ 正確性を担保している。しかし，その
研修はDNAに関して泣十分といえず，警察官
は大学法医学教室の教員など部外の教育機関の
専門家による基礎的なDNA裂鑑定法も含めた
欝習を受け，法医学的なDNAに関する知識・
技術を体感的に惨得する必要がある。それらを
修得した警察官に対しては，「DNA鑑識専門
員J（仮称）の資格を与え，犯罪現場における
鑑定資料の採取・取り扱いなどの鑑識・捜査活
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動を許可することが誤鍍定要因のうちのコンタ
ミネ…ション訪止にもつながる。

また，資料取号違え防止のために鑑定資料と
比較対照資料を被数人の鑑識係長・捜査員で採
取し 採 取後すぐに記番号を記λしダブル
チ手ツクをする。

2）警 察署
響察署において，採取された鑑定資料を虜

敗・変質訪止のため冷議車などに保管し，犯罪
現場と同紙二次的コンタミネ｝シ沼ンに艶ふ
の註意を払うα

難定暢託番に記議される項目怯，事件名発
生年月日時，犯罪の場所，被害者の住居 ・ 氏
名・年齢・性別，被疑者の性居 ・ 氏名 ・ 年齢 ・

性別，鑑定資料の名称・個数強定事項，事件
の概要，議長考事項であるが，それらは正確に記
載されなければならない。特に，警察署におい
ては，取り違え蹟止のために鑑定資料の名称 ・

個数・採取年月日 ‘ 採取方法および採取箇所の
記載，採取館所の添付扇面などと難定資料とり
整合性を複数人の鑑識係員，捜査員で確認す
る。また，必要なときは在意提出書，被壊承諾
書，所有権放棄議鑑定処分許可状を取り，鑑
定資料が適正に採取 犠託されたことを関係書
類により担保されなければならない。

3）科学捜査研究所（受付時）
法医物体検査の対象の護定資料は腐敗 ・ 変質

しやすいものが多く，鑑識係員 ・ 捜査員はク｝

ラ ー ボックスなどで搬送する必要があるム鑑定
資料取り違え防止のために科学捜査研究所の事
務職員だけでなく鑑定入である法震科研究員の
立ち会いの下で鑑定鶏託容と議定資料の突き合
わせ，受け付けをする必要がある。また，鑑定
資料受付簿における受け取り年月日時，鑑定資
料を搬送した特使および受け取った科学捜査研
究所員の名官磯・氏名を確実に記載する。捜査
本部が設置されるような盤要事件では，遺留品
捜盗のため着衣，関器などを鍵定中に当議捜査
本部の捜査員に 一 時貸し出す場合が多いので，
続失，ロンタミネ ー ション，疲質・腐敗防止の
ため，一時貸出簿で鑑定資料の流れを確実に記
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載し， 清潔なビニ ー ル袋に包み， ク ー ラ ー ボッ
クスで搬送する。

4）科学捜査研究所（鑑定時）
法医科研究員は鑑定資料取り違えなどの

ヒュ ーマンエラ ー 防止のため， 事件ごとに一連
の記番号を付す。 本件あるいは余罪捜査のため
複数人の被疑者から口腔内細胞などを採取し，
同時に検査する場合は， 抽出の段階で取り違え
ると判定されたDNA型からは向性であると判

別できないので， 別の鑑定人により鑑定資料そ

のものから抽出し， 再鑑定する。
同 ーの鑑定資料について， DNA型検査と繊

維類・土壌 ・ 塗膜片・合成樹脂片などの徴物検
査均 を行う場合が多く複数の鑑定人が取り扱
うので， コ ンタミネーション防止あるいは鑑定
資料取り違え防止のため当該事件担当の科学捜
査研究所法医科研究員と同化学科研究員とは検
査項目の優先性を考慮し， 効率的で確実な鑑定
資料の流れ， 検査の手順などを綿密に打ち合わ
せする必要がある。

コンタミネ ー ション防止のため鑑定人および
クリ ー ンル ー ム入室者は 白衣・マスク ・ ゴム
手袋を着用する。風邪をひいたときなどの咳に
よっても鑑定人自身のだ液が付着し， 鑑定資料
が汚染される可能性があるので， マスクの着用

は絶対， 必要である o

検査箇所の取り違え防止のために鑑定資料の
写真・図などにあらかじめ記番号を付すことに
より検査箇所を明確にし， パーコ ｝ ドが貼られ
たマイクロチューブに鑑定資料のガー ゼ片・糸
片の転写試料あるいは直接の切り出し試料を入
れる。 着衣などは， DNA型検査の対象物が付
着していない対照部位も同様に抽出する。

DNAの抽出は当初， 操作段階の多いフェ
ノール・クロロホルム法制， 46). 70). 86). 87）で行って

いたが， 近年， 自動DNA抽出装置（EZl,
QIAGEN社）が導入され， DNA抽出時のコン
タミネ ー ションの可能性が少なくなってきた。
しかしながら， 鑑定資料の酵素処理液を自動

.DNA抽出装置の専用チュ ー プに入れ換えるの
は検査者で， そのとき， 取り違えの可能性があ

り， 同様に細心の注意を要する41）。 また， フラ
グメントアナライザ ー はlチャンネルのABI
PRISM® 310 (Applied Biosystems社製） 7）に

加えて， 16チャンネルのABI PRISM® 3130:xl 
(Applied Biosystems社製） ＠ が導入されたこと
によるウェルプレ ｝ トへ試料の入れ間違いを防
ぐため， 一度に多数のDNAのPCR増幅産物
をホ lレムアミド変性する処理操作も含めてウェ
ルプレートに注入するときは注入チェツクシ ー

トを作成し，l回の注入ごとにチェック寸る必

要がある。
DNAの抽出からフラグメントアナライザ」

分析までの一連の操作が適正であるかを検証す
るために検査ごとに， 抽出段階から既知DNA
型の血こんあるいは体液をポジテイプコント
ロ ー ル， 超純水をネガテイプコントロー

Jレとし
て， 鑑定資料と同様に抽出·PCR増幅する。
基本的に抽出， PCR， キャピラリ ー 電気泳動の
各段階の試薬量， 緩衝液・キャピラリ ー の使用
回数， 操作法はメ ー カ ー のマニュアルどおりに
行う 3), 7). 8），ベ

結果の整理および鑑定書作成時における誤判
定・誤記入防止のためエレクトロフエログラム
のプリントアウトしたものと鑑定書に添付の
DNA型検査結果表を ダブルチェック， 可能
であれはトリプルチェックする。 DNA型判定

の厳密化が必要で， 判断基準に基づく客観的な
判定がなされなければならない。

精液混在の塵液などの混合体液において， 二
段階細胞融解法12l. 91）により得られた精子由来
と腫由来の各DNA量が共に少ない場合88）， あ
るいは分離が不十分である場合は両者の型が検
出されるため慎重な型判定が必要である。PCR
は決められた量の試薬で増幅しても， テンプ

レ ー ト（鋳型）量が適量でなかったり，分解し
たDNAをPCR増幅するとアレルドロップア
ウト（Allele drop out）現象が起こり， エレク
トロフエログラムにおけるピーク高のバランス

が悪いため， 異型接合（ヘテロ）型の場合， 型
判定するには低い型が高いほうのRFU (Rela­
tive Fluorescence Units）の60%以上として



いる内 STR 座f立においては， 本来の製のピー

クより操り返し数が1国少ない型のスタタ ー

ピ ーク（Stu悦er peak）が出現し， キ来のピ ー

ク高の 10% 前後であるので， t混合試料の場合

と畿密に識到し， 投出された型と判定しない。

特に 混合体被において DNA が被量の場合
は， スタターピ｝クと本来のピークとの識到は
国難である。テンプレート量が多い場合， フラ
グメントアナライザーの検出限界を超えオブ ー

スケール（Off-scale）となち， エ レクトロフェ

2グラムに は2捧性のピ山クあ る い は， 局

（シ設1レダー）を有するピークがみられるので，

テンプレート量を少なくして， 再 PCR増躍を
行う。 プラグメントアナライザー の適正な蛍光
強度範臨は， 150～5,000 まFUで為り， テンプ
レ ー トの DNA 量を増減し PCR 増晦を 2 回
行ってどちらかで 150RFU 以下の検出きれな

い型は不明とする。また， 同型接合（ホモ）型
は異型接合（ヘテロ）型よちピークが高い傾向
にあるが， すべての型において 1 つで生 5,000
RFU 以上のピ ー クがあるときはテシプレ ー ト

を諮らし， すべてにおいて 5,000 まFU 以下
にする。インジェクシ認ンタイムは，基本的に
は5秒であり，10秒までと する。ピ ー ク高を
適正範顕にするために PCR増幅産物のホル

ムアミド変性液を希釈したり， PCR増報産物
を増したちはしない。必ず，iまじめからテンプ
レー ト量を増減して， PCR増幅する。DNA 型
判定用ソフトウ エ ア· ( GeneMapperTM, Applied 
Biosystems 社製）2）の関値などの各設定は， 変
更しではならない。アレリックラダーマ ー カ｝
(AL : Allelic Ladder Marker）を用いたポワア
クリルアミドゲル電気泳動のときよりは， 型特
定精度は格段に向上したが， インタ ーアレ｝� ，

バリアント， サプタイプ（呉型）の場合， OL
( Off Ladder）・がエレクトロフェ口グラムに表

示されるが， DNA 型判定用ソフト（GeneMap­
per™, Applied Biosystems 社製）で型判定不
能の場合はシー ク エ ンス（seq鳩山e）まで行
い， 塩基配列を解説すべきである56>

o DNA 型
検査法において， その弛の項目については笠井
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ちの報告46）による。
さらに正確を期するため， 以下のように別の

方法で， それぞれの DNA 型の性質から生じる
矛盾点を補完し真実に向かつて歩むことが不可
欠である。

議定資料が腐敗， 変質したために DNA の断
片化が起とり， DNA 型が 一 部検出のもの却

は， AmpFIST豆® Iden討filer® PCR Ampli:fica­
tion Kit (15 麗位の STR 裂と l 産位のアメロ
グニン型の針 16 種類）のなかの 8 座位の STR
型（Di3S3l7, D7S820, D2S1338, D21Sll, 
D16S539, D18S51, CSFIPO, FGA の各型）

と l 盛位のアメログニン震の計 9 麓類の DNA
型検査キット（AmpFISTR® MiniFiler™ PCR 
Amplification まit Applied Biosystems 社 製 ）
によるフラグメントアナライザ｝分折法G で再
検査し， 確認する。 本検査キットは S 座位の
STR 裂と数は少ないがプライマ ー の設定を変
更し， AmpFlSTR® Identifiler® PCR Ampliι 
cation Kit の増揺寝基サイズより99～201 b予
短いため， 新片化された低分子 DNA でも型検
出でき ることがある。 し かしながら， Amp­
FISTR® Identi血er® PCR Amplification ま誌の
エレクト口フエログラム上で検出された裂以外
は， 不明あるいは不検出としているので， 正擁
性・厳密性を高めるために AmpFIS’TR® 加ni­

FilerTM PCR Ampl迫cation Kit が導入されなけ
ればならない。

親子鑑定において突然変異により DNA 型が
矛盾するものは， AmpFlSTR® Iden槌ler® PCR 
Amplification Kit のおのうち 1 つの DNA 型
までとして吟特にその場合は閑キットによる
検査のみならず母系遺伝であるミトコンドリア
DNA (mt DNA: mitoc註onむial DNA）の遺伝

子産物をコ ー ドしていない非コ ード領域である

制御領域（Dル ー プ ） の超可変領域1, 2 
(HVl,2: Hyper-Variable region 1,2）内の塩基
配列を自動解析装寵（シ ー ク エ ンサ － : Se­
quencer）により解析するシー クエンシング法
(Sequencing method）で， 窓基置換多型を検
出する。 さらに， 男性同士による血縁関係の証
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明は父系遺伝で あるY染色体記座位す る
Y-STR 型を 検査する必要がある刊誌座位の
Y-STR 型（DYS456, DYS389L DYS390t

DYS389江 DYS458, DYS19, DYS385 a/b,

DYS393, DYS39 1. DYS439 , DYS635,

DYS392, Y GATA 宜4, DYS437, DYS438,

DYS448 の各型）の DNA 型検査キット（ Amp­

FIST弐® y卸er® PCR Amplification Kit. Ap­

plied Biosystems 社製）5） ある い は口座位の
Y-STR 型（DYS391, DYS389I, DYS439,

DYS389II, DYS393, DYS390, DYS385,

DYS438, DYS437, DYS19, DYS392 の各型）

の DNA 型 検 査キット（ PowerPle玄® y Sy芸ト

tern, Promega 社製）67
） ；を用いたプラグメント

アナライザ｝ 分析法を行い， STR 型だけでな
くミトコンドリア DNA や Y-STR 型からも親
子関孫を証明する必要がある。しかしなが ら，
ミトコンドリアDNA は検出感度が高く， 外国
性ミトコンドリアDNA のコン タミネ ｝シ笥ン
の影響を受けや すいため， 高度な清濃度のク
リ ｝ンルームの設置， ディスポ ｝ザプルの白衣
着用，検軒下業工懇の鮭密化 ， 長時間を要する
シークエンシング法のlレー チン化の問題を解決
しなければならない。また， 突然変異により一

つの細胞中でも型が異なるミトコ ン ド リア
DNA が存在する状態のヘテロプラスミ ー円
あるいは染色棒全体のアレルの組み合わせが一

緒に遺伝されるハプロタイプであるため出現類
度が高いという Y-STR 裂も考癒する必要 があ
る。

性犯罪によくみられる臆液などの女性の体液
中に男性由来の精子あるいは体液が混在する場
合 1乱 16), 1臥 21） ～23). 58). 59）.総は積極的に前述の
Y-STR 型検査 により型判定し， 被疑者などの
比較対照資料 と向型であることを証明しなけれ
ばならないが， AmpFISTR® Yfiler® PCR Am-

2凶cation Kit の 16 麗位の ST畏製桧査キット
で， すべての Y-STR 型が判定され たとし て
も， 日本人における出現額度は最も低い型の組
み合わせの場合で 49 人に 1 入であり， 偶入識
別度が低いことを認識しておかなければならな

＼，·�o 

以上の鑑定作業の正確性を確認するため ， 鑑
定簿， 鑑定書と添付書類（写真 ， 記隷図など ）
の記入事項をトリプルチェックする。衣類など

に付着の体液が微量であり切り取らなければな
らない ときは， その後の写真も添付する。鑑定
入は各操作段階における年月日時， 鑑定資料の
外観所見検査笛所 ，桧査部位， 採取方法， 検
査方法 ， 抽出試薬· PCR 試薬・フラグメント
アナライザ｝用品（キャピラリ｝， 緩稽液， ポ
リマ｝）のメ ｝ カ ー・キット名・ロット番号，

使用期限， DNA 型判定表を鑑定簿に記載し，
残余の鑑定資料があれば， 別の鑑定入が再鑑定
する。また， 信頼性を高 めるために科学警察
研究所が都道府県警察の科学捜査研究所に対し
て毎年1由実施する機器管理 ， 設備管理， 試薬
管理， ブラインドテストの結果を各簿冊に保存
し， そ れら の可視化が 必要で あ る。 また，

DNA 自動抽出装置， 抽出 DNA を定量するリ
アルタイムサーマルサイクラー， フラグメント
アナライザー， サ ーマルサイクラ ー （PCR 装
置 ）， 超純水製造装置， 超低温庫などの機器に
ついてはメー カ ー などによる定期点検を実施
し その点検簿の保容が必要である。特に ，フ
ラグメントアナライザ｝のレ ーザ｝先海は， 劣

化するとRFUの極端な低下がみられ， 型判定

を誤る。

5）鑑定終了後
鑑定資料の変性・紛失跡止のため， 鑑定終了

後， 速やかに鑑定資料を警警察署に返還する。 そ
の際には鑑定資料の返還・受渡欝を整備し ，3)
項の科学捜査研究所（受付時）と同様に厳搭に
記載する。 刑事事件における DNA 型鑑定は，
真実の追究に大きな役割を果たしており， 犯罪

捜査規範第 186 条の f再鑑定のために残余の鑑

定資料を保管する考患Jにより将来の再鑑定に

備えて変質・腐敗防止のため饗察署の超低温摩
(-80℃）に鑑定資料を保管， 保管簿を整檎し
鑑定資料の流れを明確にする。遺留・被疑者
DNA 裂 を警察庁の DNA 型記録検索システム
へ登録すると きは ， 都道府県の科学捜査研究所



員が入力するが， 誤入力防止のため2人以上で

入力し， 入力後ブワントしたものとエレクトロ

ブエログラムをチェックする。特に， 被疑者の

DNA謹鑑定資料は関連する鑑定費粍がなく単
独で入力することがあり， 入力関連いに気がつ
かないため入力には再鑑定も含めて綿心の注意
を払う。DNA型記銭検索システムにおいて
記ツトした場合， 当該都道府県と相互に交換し
たデ…タをダブルチェフクする。

弘考 察

誤鑑定訪止のための基本的な考え方と して
は， 以下のことが挙げられる。

1）ロンタミネ ー ションの絶無：①犯罪持の
現場においてのコンタミネ円ションは， 自避で

きないがニ次的コンタネ｝シ認ンは防止する。

二次的コンタミ不 ー シ諮ンはヒューマンエラ ｝

と捉える。②科学捜査研究所所員， 関孫鑑識係
員・捜査員のDNA型を把撞し， 疑識が生じて
も立誌できるだけのデ ー タを盤備しておくo

PCま増幅すると 数千万倍にDNAが増幅され
るためコンタミネ ｝ ションの影響は大きく， 難
定資料わ証拠価値を失う。

2）鑑定検査の適正化：①マニュアル（体液
の 判定法，DNA抽出法· PCR増幅法・泳動
法·DNA型判定法·DNA裂判定基準， 危機
管理など）の作成をする。入血 ，入精液， 人だ
浪 人汗， 人毛などと証明さ れて初め て，

DNA型検査がなされなければならないと考え
る。特に， 性犯罪事件において諦液と盤液の混
合体液を設査する場合，．精子の存主為るいは数
がDNA型の検出に大きく影響する。各都道府
県轡察の科学捜査研究所によち 一部違う手法を
統一 し， そのマニュアルイちが必要で為る。 たと
えば， 血清学的種属別検査m，必｝ や血清学的

ABO式血液型検査7例 を省略してDNA型検査
を行うのか， 鑑定資料が腐敗・変質した場合，
血清学的種灘別検査は陰性になる可能性がある

ので人響宥のDNAが投出さ れ れ ば入由
来的. 60）.刻とするのか， 血楠学的なABO式血

液型検査 とDNAに よ るABO遺伝子製検
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査札 10). 54）の探用基準はどうするのか， 親子鑑
定で突然変異の場合の肯定基準掛川） はどうす
るのか， 母系遺伝のミトコンドリアD諒Aや父
系遺｛去のY染色体上のDNA型（Y-STR
型）2η ， 37), 50）， 総舗が向型になった場合， 出現頻
度が高いため個人識封， 親子鑑定においてどの
ような判定基準を採用するのか，男女由来の混
合体法においてのそれらのDNA型検悲の諜用

基準はどうするか，AmpFISTR® Iden討filer®

PCR Ampli五むation Kit (Applied Biosyste恐S
社製）に採用の4塩基の繰り返しの15種猿の
すべてのSTR型の塩基配列を解読〈シーク五
ンス）するのか， など検討しなければならない
項目が多岐にわたっている。＠デ ー タ（検査
簿， ぷ レクトロフエログラム， 施設・試薬管理
簿， ブラインドテスト結果， メ ー カ …発行の機

器保守点検表など）を保存し， 必要なときには

可視化する。
3）わかりやすい鑑定番：裁判員制度のため

専門家以外の人にも理解できるよう平易な曾策
の穫期に努め， わかりやすい表， 図面などを添
付する。 f鑑定資料に被疑者のDNAが混在し
たとしても矛盾がないjなどの先入観念を疑わ
れるような為いまいな表 現は避けるべき－であ

る。
4）外部監査： 大学などの研究機関では

DNAなどの個人情報に’関する研究において倫
理審査委員会が設置されているように，DNA
盟鑑定に関して裁判の段階で，外部のDNAの
専門家， 法曹関係者， 裁判員のような一般の選
任された人で構成された監査按員会で監査し，
客観性を高める必要があると考える。 しかし，

監査は摺人情報 プライパシ ｝に関する項目が

多いので， それらの保護を前提になされなけれ

ばならない。DNA型の出現類度32）～34). 49），ま
た推定は非常に国難であるが血液， 体液， 細
箆など由来のD民Aの付着時期24). 71）；を考慮に
入れ， 捜貨に反映させなければならない。ま
た捜査傑もDNA翠鑑定神話切 に頼ることな
仁義付けなどの基本は確実に行わなければな

らない。 再鑑定は， 都道滑県警察の科学捜査研
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究所あるいは響察庁の科学審察研究所以外の2
カ所以上の大学法底学教室などの研究機関に共
通産位の DNA 型鍍定を委託して， 客観性を高
める必要がある。

5）認証評価：大学， 指院， 企業などにおい
ては各種の認証評価機構により 認証評価を受
けてその機関， 職員の品質が保証されている。
イギリスでは法科学研究所（FSS）が警察の一

機関から独立し内務省法科学研究機関（也e
Home O盤ce Forensic Service Agency）な ど

になりJ部外の資格認定機関から認定を受け
る。また， 同様にアメリカ ではF肢の法科学
研究所を諮問機関が勧告した検定標準に基づき
外部機関が検定し，FBI長官はその結果を上
院・下院の司法番員会に報告する。その他， 具
体的な検査法や書類形式も含めた勧告・ガイド
ラインも作成し， 諸外国は信頼性を高めるシス
テムを構築しているベまた， 鑑定人（科学捜

査研究所研究員）の学位（修土博士）取得も
学術的な保証が得られ， 信頼性が増す0

6. 結 語 金

DNA 型鑑定は「指紋以来の鑑識科学の画期
的革新jであり， 事実， 裁判員制度が導入され
た今日においても， DNA 型によ る犯人検挙，

事件の解決， 公判における証拠採用などの例は
枚挙に暇がない。 2007 年（平成 19 年） 12 月末
現在の日本における DNA 型記蘇検索システム
で被疑者が確認、された事件は 1,727 人 2,321
事件で， そのうち異なる都道府県関は 293 人，
394 事件であった。また， 2010 年（平成 22 年）
2月末現在で向システムに登録されているのは
被葬患者 DNA 型記録が 80,209 名， 現場の遺留

DNA 型記録が 21,808 件である。

DNA 型鑑定は， 着実に， 確実に「安全と安

心の日本づくりJの一翼を担っており， それ故
に誤議定はあってはならず， また， 裁判長制度
に対応するため鑑定の可視化， 証拠の開示や判
りやすい鑑定替の表現などが求められるように
なってきているc 「警察鑑定は科学的見地より
捜査第一主義に完全に傾斜していているj紛 と

され， その反対に南部らは「大学は学術， 教育
の最高機関に属するため学術に忠実な鑑定が行
われ， 科学警察研究所あるいは科学捜査研究所
の研究員などの捜査機関内部の者が行う鑑定に
比べて， 外形上は中立な立場であるとされてい

るが， 捜査機関による謹定， 鑑識作業であって
も刑事訴訟法， 犯罪捜査規範の務神に尉った鑑
定であれば， 科学と真実に対して中立とみなさ
れるJ

62） としているが， どのような立場の鑑定
人であっても， 作為をすることなく議定の限界

を認識し科学者の良心に従って， 科学に忠実な
鑑定を行えぽ， どんな反論にも欝えることがで
きる力強い科学捜査が実現でき， 確国たる社会
正義が実現できるものと考えている。鑑定人は
公判の証人出廷などで， 何ものにもとらわれず
正恵に意見を述べる勇気も必要である。

以上， 誤鑑定の防止策を報告したが， かつて
DNA 型鑑定の体制が十分でないまま DNA 型
鑑定が導入され， 混乱を招いたことを忘れては
ならないでるろう。鑑定入は， いつの時代も社
会正義実現のためには単純ではない鑑定資料を
検査しなければならないことをは乙め， 幾多の
厳しい困難に立ちはだかりつつ， 正面から立ち
向かい克服しなければならないという使命を
もっている。

しかしながら， 鑑定のみならず事務的作業に

おいても科学捜査研究所法医科研究員の負担は
期待と比例して増大し， その結果， 過度の超過
動務の常態化， 心身の症弊がみられ， さまぎま
な事業が発生している。それらは間研究員のマ
ンパワ ｝ だけでは解決できない部分もあり， 危
機管理， 人的・施設的・予算的な問題が考えら
れ， より総合的・系統的に充実した体制が翠ま
れる。
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